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THE UNIVERSITY OF SHIGA PREFECTURE学びの特色　OB・OGが語る、県大仕込みの変革力

社会に出て通用する変革力とは？人財とは？
興味があることを大学で学びながら、大学の外に教材を見つけて実践する、そこで得た知識を研究にフィードバックし、
さらに学ぶ。大学と地域の壁を越えて自らを磨いていくことが放流教育の真価です。
色んな分野で活躍する先輩に、いまの仕事と県大生活の関係について語ってもらいました。

農業の活性化を通じて地球環境の維持、改善を目指す

OB・OG
県大生

Interview

ドクター・オブ・ジ・アース株式会社　代表取締役

　温暖化やオゾンホールが注目された80年代末期。
地球の危機を訴えるアナウンサーの声が張りつめて
いたことを覚えています。正義感にも似た気持ちか
ら思いついたのが地球のお医者さんになることでし
た。想いはその後も変わらず、受験では環境系学
部を目指したものの準備不足で失敗。予備校で講
演を行った末石富太郎先生（滋賀県大環境科学部
創設者）に受験先を相談したところ、うちの大学に
来なさいといわれて進路を確定しました。
　入学後はゴルフ場のキャディやスーパーの夜間勤
務に精を出し、お金がたまれば海外旅行に出かけて
いました。転機が訪れたのはゼミのはじまった3回
生。東京都水道局出身の教授に初めて与えられた課
題で、愛東町マーガレットステーションという道の
駅の調査を行ったときのことです。不思議なことに
車は他府県ナンバーばかり。コック服を着て野菜を
抱えた男性に、遠くからわざわざ買いに来る理由を
たずねると「食べたことないの？」といって白菜の端
きれをくれました。驚くほどの甘さとみずみずしさ

でした。売っていたのは
腰の曲がったおばあちゃ
ん。なぜここで？と聞くと

「食べた人がおいしいと
言ってくれる。それが励みになる」と。
　思いもしなかった野菜の力や生産者の気持ちにふ
れ、早速大学に帰り、教授に報告しました。こだわ
り野菜を求める消費者と売り先を求める農家を結
び、都会へ持ち込めば大きなビジネスになると。お
りしも授業では田畑が担う保水機能や生物多様性
の維持など、農業が環境の維持保全に与える社会
的価値について学んでいました。農業を活性化すれ
ば環境を守ることができる、産直は最適な手段であ
ると強く確信できたのです。「個人的に投資するか
ら実践しなさい」という教授のリアクションにも驚
きました。近江楽座という県大独自の調査・研究
支援制度が確立されたのはそれから数年後のことで
す。残念ながら就活期と重なって学内での組織づく
りは実現に至らず、私も就職を選択しました。する
とアパレル大手のユニクロがスキップというブランド
で産直野菜のチェーン展開を始めたのです。自分の
考えの正しさを確信する反面、大きな焦りを感じま
した。4年目に意を決し日本野菜ソムリエ協会に転

職。やがて千里中央の産直野菜店を任されることに
なります。その後、協会が撤退を決めたため店を引
き継ぎ、産直野菜と、市場仕入れの野菜の併用から、
100％産地直専門の野菜の販売に変え、「のら」の
屋号で出発。ニッチな分野であるためファンの定着
とお店単独での利益確保に2年かかりました。軌道
に乗った後も多店舗展開は行わず、プレミアム野菜
を求める飲食店向けの卸売に移行しました。その後
は、出荷予測の立たない農家と欠品の許されない
飲食店との関係を円滑に結ぶべく、両社をITで結
ぶ産直システムを独自開発。飲食店側は少数での
注文や端境期の確保が可能になり、その反応は農
家の皆さんの励みになっていきました。今後は同業
他社さんにこのシステムを提供することで、より農
業に取り組みやすい環境づくりを支援していきたい
と考えています。
　一生をかけて取り組める社会貢献の種、皆さんも
ぜひ県大で見つけてください。

河村  賢造 さん

2001年度  環境科学部環境計画学科卒業

略歴：
少年期に環境問題を解決する仕事「地球のお医者さん」に目覚め、滋賀県大
へ。在学中に農業の活性化こそ答えのひとつと確信。卒業後、環境対応型企
業サラヤ株式会社に就職し、日本ソムリエ協会を経て、野菜ソムリエの店「の
ら」を展開。独自のIT産直システムで農家と飲食店、小売店を結びながら、よ
り農業に取り組みやすい環境づくりを進めている。
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サラダの彩りを豊かにする紫大根。その瑞々しさからは鮮度の高さがうかがえる。
 輸送時のこすれで皮がめくれるほど柔らかなナスビ。
 希少性の高いプレミアム野菜を取り扱えることも産直システムならでは。
 その日届いた野菜はその日のうちにピッキングして出荷。
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　現在、公道を走っている何車種かのボディの一部に
は樹脂が採用されていることをご存知でしょうか。金
属から代替することで車体の軽量化をはかり、燃費の
向上やCO2の排出をはじめとする環境負荷の低減を
目指しています。私は、日立化成株式会社のボディ部
材開発部研究員として、顧客ニーズにマッチした新規
自動車樹脂製品やその技術の開発に携わっています。
プロジェクトはいろんな専門分野で構成されています
が、主に材料や構造設計を担当しています。樹脂バッ
クドアでは、軽量化を目指しつつも最優先の要件であ
る衝突性能を鉄並みに維持することが課題です。全体
の剛性にかかわっているため、乗り心地への影響に対
する配慮も欠かせません。何かに乗り上げたときに発
生した音がドライバーに届くまでの時間差などもその
指標となります。
　苦労するのは、どのように構造設計すればその性能
を得られるかという点です。コンピュータ技術を活用し
た製品設計を事前検討するCAE* 解析を実施してい
ます。仮に鉄並みの性能と軽量化を実現できたとして

も、コスト高になるようでは量産車に向かない。やれ
ばやるほどたくさんの課題にぶつかるところもこの仕
事の面白いところです。オール樹脂製ボディは私たち
の部門の夢でもありますが、そこにはまだまだ技術的
な壁もあれば法的な壁もあります。自動運転などの実
用化が進むなか、車そのものの概念も変わりつつあり
ますから少し先を見据えながら対応できるようにしてい
きたいと考えています。
　修士課程でお世話になった徳満先生からご連絡を
いただいたのは、意欲的な人にチャンスを与えてくれ
るという当社の風土に親しみ始めた3年目のことでし
た。「三報の論文も評価を得ている、ぜひ博士課程を
取るべき」という言葉に背中を押され、取り組むことに
しました。まず妻、そして上司に相談して賛同と許可を
もらい、平日は普段通り働きながら、休日、休暇を使っ
て再び彦根のキャンパスへ通いました。始めはしんど
い面もありましたが、突き詰めていく段階であれもし
たいこれもしたいという欲求が生まれてきてやめられ
なくなってしまうという性格も手伝い、なんとか3年が

かりで単位を取得しました。
　久しぶりのキャンパスはあの頃のようにおおらかでし
たね。会社では考えられない研究室での寝泊まり生活
を思い出しました。近江楽座2期生として「廃棄物バ
スターズ」を立ち上げたこともかけがえのない記憶の
ひとつ。家庭から出たプラスチックごみをリサイクルし
て世の中へ広めようという取り組みです。ところが、単
純に形をつくるだけではもろいため改善に向けた添加
剤の最適化が必要でした。もう一つのテーマは「地域
貢献」にいかに役立てるかということ。地元のメーカー
や工場と連携してプランターをつくりました。毎週のよ
うにいろんな会社へ技術のプレゼンに出向いたことを
覚えています。彦根駅周辺の道路沿いに花の植えら
れたプランターが並んだときはうれしかったですね。
　やりたいと思ったことに全力で打ち込める環境、そ
れが県大の魅力だと思っています。ぜひここで、いろ
んな出会いを自分のものにして成長してください。

中村  重哉 さん

2004年度  工学部材料科学科卒業
2006年度  工学研究科材料科学科専攻修了　2007年  日立化成株式会社入社
2013年度  工学研究科先端工学専攻修了

日立化成株式会社　ボディ部材開発部　専任研究員　

略歴：
近江楽座2期生として立ち上げた「廃棄物バスターズ」は、製品化したプランターで第１回
まるエコ奨励賞受賞。活動は後輩に受け継がれ、地域の清掃活動や地元小中学校での環
境教育など多方面で活躍している。日立化成株式会社入社後、休暇を利用して工学研究科
先端工学専攻博士課程を修了。現在、同社開発統括本部 社会インフラ関連材料開発センタ 
ボディ部材開発部専任研究員。
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自動車樹脂化推進に向けて、材料と構造からアプローチ
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研究棟ロビーに設置されたバックドアのサンプル。樹脂で
できており、鉄並みの強度を実現する構造が潜む。
 開発スタッフの皆さんと製品性能結果をチェック。
 学生のころから使い慣れてきた引っ張り試験機「荷重たわみ温
度測定装置」と材料を混ぜるための装置「ラボプラスミル」。 

1 第１回まるエコ奨励賞に選ばれたリサイクルプランター
は2009年にエコマーク認定商品取得。現在もネットや
ホームセンターで購入可能。　http://kaueco.net/34
中日新聞2006年4月20日掲載

CAE* コンピュータ技術を活用して製品の設計、製造や工程設計
の事前検討の支援を行うこと、またはそれを行うツールを指します。


